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 令和 7 年度 第４回 第 3 部会（水辺／緑化） 会議概要  

日 時 令和 7 年 10 月 14 日（火）午前 10 時〜12 時 
会 場 中央区役所 5 階 対策室 2 
出席委員 伊藤委員、野澤委員、田中（雅）委員、渡部委員、八木委員、森本委員 
欠席委員 上松委員、桑原委員 

関 係 課 
＜窓⼝サービス課＞⼤屋係⻑、鈴木主査 
＜建設課＞三膳主査、松野技師、⻑⾕川副主査、内藤技師 

事 務 局 ＜地域課＞三間係⻑、⽔科副主査、川崎副主査 
 

議 題 （１） 今年度及び次年度の特色ある区づくり予算「区役所企画事業」について 

会議内容 
及び 

決定事項等 

〇鳥屋野潟環境啓発事業「とやの物語」（窓⼝サービス課） 
＜委員からの主な意見＞ 
・鳥屋野潟について多くの団体が活動しているため、この事業が中心となって、

活動の輪を更に広げる核となるよう、継続して進めてほしい。 
〇区⺠協働森づくり事業（建設課） 
＜委員からの主な意見＞ 

 ・⾏政と市⺠が協働して取り組むことで、市⺠にも管理の意識が備わるとても
よい例となっている。 

〇⻄海岸公園等利便性向上事業（建設課） 
＜委員からの主な意見＞ 
・コスト面も含めて考える必要があるが、常設トイレが遠いため、遊具付近に

あるとよい。 
・整備予定の駐輪場がふわふわドーム前の⼤階段横にもあるとよい。 

議 題 （２）部会で取り組みたい内容について 

会議内容 
及び 

決定事項等 

〇前回の部会で⾏った現地視察について、委員それぞれが作成したレポートを
もとに、振り返りと今後の活動の検討を⾏いました。 

＜現地視察の振り返り＞ 
・万代テラスのみなと緑地 PPP の活⽤について、⺠間の情熱を持った取り組み

に期待が持てた。 
 ・鳥屋野潟を中心として、中央区の⽔辺を改めて見直す機会となった。 

＜今後の取り組みについて＞ 
・第 9 期第 3 部会の取り組みに引き続き、鳥屋野潟という良好な地域資源を活

⽤しきれていないという課題の解決に取り組んでいくべき。 
 ・鳥屋野潟について、新潟県の担当者から湖岸堤整備等の詳細な説明を聞いた

らどうか。 
 ・新潟市のラムサール条約都市推進プロジェクト・チームから取り組み内容に

ついて聞いてみたい。 
 ・令和 8 年秋頃に「世界湿地都市ネットワーク市⻑会議」が新潟市で開かれる

ため、関連した取り組みができないか。 
次回日程 令和 7 年 11 月 12 日（⽔）午前 10 時〜 中央区役所 5 階 対策室 2 

 

資料 報 1-3-1 


